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表現豊かな自然発話コーパスのアクセスについて
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木稿で、は， 2000年から 2005年までの 5年間に渡って収録した大規模門然発話音声コーパス（全収録時間
1,500時間以上）の一部を紹介する コーパスの話者は学生 ・教員 ・主婦 ・子供など様々であり，全ての発話が
課題なしの内然発話である．現住このコーパスを公開するための作業を進めている WEBページでは，書き起こ
しテキス卜を目で追いながら該当する発話音声を聞くことや，特定の語葉を含む発話を検索することが可能で、
ある また，同コーパスのうちすでに研究利用されている他のデータについても，その内容および研究成果を
紹介する
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This paper introduces a part of a large natural spontaneous conversation corpus (total recording 
time is more than 1,500 hours) which was collected over the period of five years from 2000 to 2005. 
Speakers are ordinary people including students, professors, housewives and children, and no task 
was given to the speakers. Part of the data is available on a website which is periodically updated, 
where you can listen to utterances with an aligned display of the speech annotation, and where you 
can also search a particular expression from the data base. This paper also describes other data of the 
co叩usand some of the research results obtained from these data. 
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1 .はじめに

言語研究や音声認識技術の向上など様々な目
的のため幅広い研究分野において音声コーパス
の需要は年々高まっている．いずれの場合にお
いてもコーパスをデザインする際に，し、かに本
来我々が自然な状態で発している発話音声に近
いものを，音質を落とすことなく収集できるか
ということは大きな課題であろう．例えばこれ
まで感情や態度に伴う音声の変動について，主
に音声工学や実験音声学において多くの研究が
なされてきた．これらの研究の中には，悲しい
物語や楽しい物語などを話者に読ませることに
よって，できる限り自然な感情 ・態度が込めら
れた音声を引き出そうとしているものや（Iidaet 
al.: 2003），飛行機事故の実況中継を伝えるラジ
オのアナウンサーから得られた恐怖などの感情
が込められている音声を分析対象とした研究も
なされている（Stevens& Williams: 1972) .また
Erickson et al. (2004）は実験室でモノログ的に
収録されたものではあるものの，スクリプトな
どは用意せず，自発的発話を通して偶発的に収
録することができた悲しみの発話音声を刺激音
として用いている． しかし依然としてアナウン
サーによる朗読音声を基本とする「実験室的環

境j で収録されたデータが大部分の研究におい
て用いられているのが現状である．
実験の主旨や研究の背景となる考え方によっ

て，適切なデータの収録方法は異なってくるた
め， 一概にどの方法が最も適切であるかを指摘
することはできない． しかし現実の日常コミュ
ニケーションと実験室的環届で収録された音声
データとの問に大きな隔たりがあることが多く
の研究者によって意識されているのも事実であ
る（e.g.Cowie: 2000, Maekawa et al.: 2000) . 

我々は日々の生活の中で，発話の背後にある
意図を表したり ，テキストだけでは伝えられな
し、情報を付け加えたりするために音色や発話様

式を変化させている．このような表現豊かな発
話音声は，コントロールされた実験室的環境で
収録されたデータでは到底カバーしきれないも
のである．
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そこで日常の発話音声がもっ表現豊かな音色
を反映する対話音声を収集するために自然環境
で 1,000時間の音声データを収録することを目
指したのが ESPプロジェクトである.ESPプロ
ジェクトは，ニック・キャンベノレをプロジェク
トリーダーとし，2000年から 20005年までの 5

年ー間に渡り，科学技術振興機構 (JST）の支援
を受け，大規模自然発話コーパス（以下， ESP
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コーパス）を構築した．このプロジェク トは，
コントローノレされたデータの収集や信号処理を
行うのではなく，データ数を増やすことで日常
会話の中に現れる豊かな音色をカバーすること
ができるという考え方のもとに進められた．収
録に参加した話者は全て一般の人であった．収
録された音声データは 2人以上の話者によるイ
ンタラクティブな対話であり，収録場所はデー
タによって異なるものの話者の自宅や大学の研
究室など話者がリラックス して話せる場所が多
い．後述するように，より高音質のデータを収
録するために録音ブースで行われた対話も一部
含まれているが，いずれの場合も話者に課題は
一切与えられず全てのデータが完全に自発的な
発話である．

ESPプロジェクトの研究実施体制は， 研究項
目の異なる 7つのサブグループから構成された．
データ収集は主に神戸大学国際文化学部の教
員 ・同大学院総合人間科学研究科の院生から成
る意味構造グループ。と，研究代表者のニック ・
キャンベルおよび国際電気通信基礎技術研究所
(ATR）の研究員から成るシステム応用グルー

プによって行われた．本稿では，録音総時間数
1,500時間におよぶ全コーパスのうち，意味構造
グ、ループによって収集されたデータ （以下，神
戸データ）について，その内容および研究利用
のためのアクセス方法を中心に説明する．また
第 3節では，すでに研究利用されているシステ
ム応用グ、ルーフ。によって収集されたデータの概

要およびその研究成果についても紹介する．

2. 神戸データ

2. 1.収録
音声データの収録は，意味構造グループ。のメ

ンバーによって行われた．話者・収録環境・収
録機材 ・課題などについて，詳細を以下に述べ
る．
＜話者＞
意味構造グループのメンバーおよびその家

族 ・学内外の友人など，アナウンサーや俳優で
はない一般の人たち．

図 l：収録風景

＜収録環境＞
ほとんどの対話は話者が リラックス して話す

ことができるよう自宅や大学研究室内で収録さ
れた（図 l参照）． 一部の対話は対面式録音ブ
ース（YAMAHA,ANF35Sl 1LL）で収録された．
録音ブースでの収録は， 2人の話者が別々のブ
ースに入り，ガラス越しに対話をする形で行わ
れた．録音ブースで収録されたデータは各々の
声を相手の声と混ざることなく取り出すことが
できる．
＜収録機器＞
DAT TCD-TlO ( SONY ）および DAT

WALKMANTCD・DlOO(SONY）を用いた．
＜課題＞
話者に課題は一切与えられなかった．

くその他＞

データを収録するにあたり，話者には法律書
式での事前承諾を得た．収録後，個人情報の有
無など，法律的に問題が生じる可能性のある発
話部分には，ブザー音 （ビープ音）を施した．
メンバー以外の話者には原則として謝金を支払
ったが，種々の事情で、支払われなかった場合も
あった．

2. 2. 書き起こし

書き 起こしには，言語情報の他に「笑しリ
「咳」 「言い淀みJなどの非言語情報を含む 31

種類のタグが付与されている．表 lにタグの全
種類を提示する．

表 l：コーパスタグ付け記号
番号 タタの内容 英語名 タグ記号

笑h、 laughing @W 

2 i~ cou換ing <CO> 
3 叫び ロymg <CR> 
4 ききやき／不明瞭音 m田mur凡mcerta血 <MU> 

5 舌鼓 smack <SM> 

6 咳払b、 ha、~·k 寸仏〉

7 吸気音 ingressive @s 

8 呼吸音 brea自問哩 <BG> 
9 カみ声 ロe立v <CK> 
10 息、混じりの声 breathv <BR> 
11 震える声 恒也 <Tま〉

12 音変異 、官狙1ble <VA:> 

13 鼻音ft 悶 羽五zation 〈う~A>

14 母音の伸長 ｝切gthenin2 <LE> 
焦，点 f町cus <FO> 

16 流暢でなν・言、、淀み disfluency <DF> 
17 ポーズ pause ＃ 

18 沈黙 silence ＃ 

20 上昇 rise <RI> 
21 下降 fall <FA> 
23 始める start <-S> 

24 終わる 組 d 〈噌〉

26 ノイズ E田se <XO> 
27 フィラー filler σb  
28 オノマトペ 。nomatooo目a <OX> 
29 繰り返し re田at <RE> 
30 ピ－プ音処理 ｛固有名詞｝

31 書き起こし不可 ［ワ］
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2. 3. 公開

ここまで紹介してきた音声データは，現在イ
ンターネッ トで公開する作業を進めている．デ
ータの公開を可能にするために，文字書き起こ
しをチェックし，個人情報および問題発言の有
無を再確認した．そして該当箇所があった場合
には，ブザー音処理を施し，完全に聞こえない
ようにした．話者に連絡をとり，双方から承諾
を得られた刻話だけをネット上に公開するこ と
にした．
これらの作業は進行中だが，すでに個人情報

等のチェックが済んだデータは
http://www.soeech-data.io/taba/kobedata／にアクセス

すると，実際に聞くことができる．

＜対話音声の再生＞
この WEBページでは，対話音声とその書き

起こし，また刻話を視覚的に示したパーチャー
トを同時に表示 ・再生できるフラッシュを使用
している．このフラッシュには 1）音声再生表
示， 2）リスト表示，3）全チャート表示の 3種
類の表示機能があり，切り替えて表示すること
ができる．

まず聞いてみたい音声ファイルをクリックす
ると， 『音声再生表示』の状態で 60秒分の書き
起こしがパーチャートで表示される（図 2参
照）．画面右上の「LISTJ と書かれたボタンを
クリ ックすると， 『リスト表示』に切り替わる．
画面右上の 「AllViewJ というボタンをクリッ
クすると， 『全チャー ト表示』に切り替わる．

1) 音声再生表示
『音声再生表示』では，対話音声を聞きなが

らパーチャー トと書き起こしを同時に見るこ と
ができる（図 2参照）．
音声を停止している状態でバーチャー ト枠内

でマウスを動かすとチャート内のマウスの位置

Y町 3.21 A40'A40」Al.tlv

0:1 

, . ., 3コlA40 A40.AI .tlv 

。∞
speaker start 
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R 4.459 
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R 6.460 

L 5.459 
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R 8.579 
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L 10.810 

end 
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@S 

〈ホ〉

うん、え、それ、だて（じゃ〉なl＇よね〈え〉

〈違〉うんですよ

今ね

二週間コンタクトが切れてね〈え〉

〈う〉ん、 （〈ふふ＞＠W)

図3:vスト再生表示の画面

に縦線が表示され， その位置に対応した書き起
こしがパーチャート下部に表示される．音声再
生中は，再生位置に合わせて書き起こしが表示
されるよ うになっている．音声の再生 ・停止は
パーチャートの下に表示されているコント ロー
ノレパネノレを操作するこ とによって行う．

2) リスト表示
『リスト表示』の状態では，書き起こしデー

タを一覧表で見ることができる（図 3参照）．
表内でマウスを動かしクリ ックすると， 『音声
再生表示』の状態に切り替わり ，マウスが指し
ている行のスタート時間から音声が再生される．
画面右上の『ReturenJIというボタ ンをクリック
すると， 『音声再生表示』に戻る．

~~ 
0 5 1 0 1 5 20 25 30 35 40 45 50 55 6日日C

I ---- I • I ••• • • • --・  =9 c:::cヨ回目＝コロ Eコ回1 • ＝コ包コ＝＝＝コ ロロEコロロ ==::c:I 
I 123.3 I 

Om in 

’~xt ・・L:@S

ロ Rコンタクト買いにL句て、お母さんに会わないのも、なんかへんじゃないですか

図2：音声再生表示の画面
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図4：全チャート表示の画面

3）全チャート表示
『全チャート表示』の状態では l分一段のパ

ーチャートを複数段一度に表示する（図 4参
照）．マウスを動かすことによって，聞きたい
箇所を選択すること ができ，その状態でクリッ
クすると『音声再生表示』に戻 り，選択された
段のパーチャートが表示される．

＜語葉検索＞
トップページからは特定の語葉を検索できる

「語葉検索ページ」 に移動することができる．
検索したい語葉を入力し「SEARCHJ ボタンを
クリックすると（図 5参照），その語葉を含む
発話の一覧が表示される（図 6参照） ．ここで
は 「ありがとう 」と入力し，その検索結果とし
て「ありがとう」を含むデータベース内の全て
の発話が表示されている．

「PLAY」ボタンをクリ ックすると，該当箇
所の音声が再生される．コントロールパネルの

KOBE Search 
Search Wor廿：ありがとう ~ 
It may take a long time to show the result. Please be patient 

回A01 回A11 回A24 回A35 図A41 図A51 回A61

回A02 回A12 図A25 flJA36 0A42 回A53 回A62

図A04 回A15 図A26 ~A37 回A44 回A54 回ρ'63

回A05 図A16 回A27 回A38 回A45 図A57

図A07 回A17 回A28 回A39 閏A46 回A58

図A09 回A19 回A29 回A40 回A47 図A59

図A10 回A48

図A49

関A50

I I Check ALL I I似 Clear] 

図5：語嚢検索の画面

一一」
・．・2勺．．．．．． ． 

「巻き戻しボタン」 「早送りボタン」を操作す
ることによって，前後の発話を聞くことも可能
である．また正規表現を用いていありがとう」
とすれば「ありがとう 」で始まる発話が， 「あ
りがとう$Jとすれば「ありがと うJで終わる発
話が， そしていありがとう $J入力すれば「あ
りがとう Jのみの発話が表示されるようになっ
ている．
語葉検索をする際に特定の音声ファイノレのみ

にチェ ックを入れると，そのファイルのみが検
索対象となる．図 5では全てのフ ァイル（AOl
～A63）にチェックが入っている．

くその｛也＞
この WEBページでは， 2節で説明した書き起

こしルールおよび各データの話者・収録環境に
関する情報も閲覧できるようになっている．話
者については性別・収録当時の年齢・使用方言
について書かれている．

記五日以止J臨旦~恒出d巳£
円高7〔高干戸店「「「~除り枇う
同誌干同日3[Ao2=A3「「~~店ございます
円高子円五子同五「「τ－~怖、 あり枇うございます
戸市阿南何百F「「~防リ枇うと恩つ却すど、 ｛削沿だったんですね
戸市市扇子何百司一「~防り胤あり枇うですね、へへへ＠w
戸 高百戸市戸石14「τ－w lな羽ど、ありがとうごさいます

戸市同1:函戸市「「 w障り町 ・ざいます

同市戸市百戸高「~~Iいや、 あり枇うごぎいますって言って
戸市 戸市 同日デ「「 w lうーん、あり枇う

わ百円志向五寸て－w~•）枇うこさいます
17:4百戸市同五「「I「 E亙｜はい、おね蜘します、あし」枇うござい＠wます

円 五 5円Z司何百7「 「w lはい、ぁ、あり枇うございました

戸市戸8339同五7「「~降りがとう
F市 百戸高 子同五7「τ－w lcう払あり枇弘ア

戸 市戸市干戸日百「「 w卜応終わリに、シ、どうもあり枇うこざいました、もう

図6：語葉検索の結果を表示する画面
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3. ESPコーパスのその他のデータ

ここではデータ整理が済み，すでに研究利用
されている ESPコーパスのうち 2つのサブセッ
トについて，その内容と主な研究成果を紹介す
る．

3. 1. 日常会話データ

＜データ内容＞
プロジェク ト開始時 32歳であった日本語話者

である女性 FANの 2000年から 2005年までの 5

年間に渡る日常会話音声を収録したもの．ヘッ
ドフォン型の小型マイクとミニディスク プレー
ヤーを用い，話者が可能な限り日常的に機器を
装着して収録を行った．この間に妊娠した話者
は， 2004年 11月 ll日の出産当日も平常と変わ
らず収録を続けた．
全て対話形式で行われたものであるが，対話

相手の音声は収録されていない．対話相手は合
計 112人であり，家族・友人 ・他人 ・子供に大
きく分類することができる．さらに話者による
独り 言発話も他の話者との対話中に頻繁に行わ
れていたため，それらも収録されている．発話
場は自宅や友人宅などであり，会話収録のため
に実験室や特別な場所に出向くことはなく，い
ずれも話者が日常生活を送っている場所で収録
されたものである. FANと対話相手は同じ場所
で会話していることもあれば，電話で行われた
会話を収録したものもある．このデータの総時
間数は 600時間であり，全てが自発的な自然発
話である．

＜研究成果＞
l話者の発話様式が，対話相手に応じていか

に変化するかを計量的に示すことに成功した．
図7はこのデータの話者が発した 100時間の

胤白旬岡信組副W

Listener :1－園田回目relationslup 

Talking to：・ ..唱’h 蝿捧，H ・岬

• chHd 

• fomily 
同町嗣嗣隅岨国

・耐ends ：！・．．田園• others 

・self
制且

図7：対話相手による発話様式の違い
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対話音声の声の固さと高さを示している．これ
らの声質の変化は，対話相手に対する親しさや
発話の丁寧さと関連していることが分かつてい
る．図 7左図からは例えば 「子供J 「他人Jと
話すときは声が高くそして柔らかくなるのに対
して， 「家族J 「友達Jと話すときは低く 固く
なっていることが分かる．図 7右図は，左図に
示された家族に対する発話を， （家族の）メン
ノ《ーごとに分析した結果である．ここでも例え
ば「子供j に話すときは声が柔らかくなるのに
対して， 「夫Jと話すときは固くなるなど，2
つのパラメータの振る舞し、から，話者と家族の
各メンバーとの人間関係が伺える．詳しくは
Campbell&Mokhtari.P. ( 2003）を参照されたい．

3. 2. 電話対話データ

＜データ内容＞
人材派遣会社を通して選ばれた日本語話者 6

人と非日本語話者 4人が，週 l回 30分ずつ， 10

回に渡って行った電話対話を収録したもの．総
時間数は 105時間であり，会話は全て日本語で
行われた．収録開始時， 10人の話者は初対面で
あった． 6人の日本語話者のうち，男女 l人ず
つ計 2人の話者は，自らの家族との会話も収録
している．

＜研究成果＞
刻話相手の違いに応じたものだけでなく，収

録回数を重ねるごとに変化する話者間の距離に
応じた発話様式の変化を観察することができた．
また非日本語話者との会話を収録することによ
り，相手が日本語話者であるときの会話と比べ
て，どのように発話様式が変化するかも捉えら
れている．

ここでは日本語話者である女性JFAの全
収録データに高頻度で出現していた 6発話
（「ああ（a,a-) J , 「あの（ano) J , 「でも

鵬角lH>rf園、町団四曲...

NAQ&FO :・-・1・・・ by family 

• ml -mother 

• m2・father ，，，剛2 可＂ .. ・~ ~＇ .. ~ 

• m3・daughtじr

• m4 -husband 
’FDlarf...，.輔、，R曽阻b・同

• mS・bigsister 

• m6・11叩hew

• m8 ・aunt 
~·聞＂ ·~ ..時『時

対話相手のグノレープ（左図）および家族構成員（右図）ごとの NAQ （声の固さ，上図）お

よびFO（声の高さ，下図）．
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表 2：話者 JFAの対話相手に応じて変化する高頻
度で現れる発話

JFA: CFA CMA 芭FA EMA JFB JMA 

ll，島・忌 l43 ]<l!i 88 89 Jl1! )70 

車曲目 224 277 221 176 却9 266 

demo 41 2"1 31 l7 89 134 

。ー 48 SJ 37 2S 14 ~ 

iwli 2932 2234 2』81 32.'.39 7'2 3.3 

un,IJ卦 』飽9 546 585 mo 909 t0.31 

(demo) J , 「えー （e・）J , 「はい（hai）」，
「うん、うん（unun) J ）を洗い出し，これら

の発話の対話相手に応じた使用頻度の違いを，
とりわけ日本語話者と非日本語話者を相手にし
たときの違いをまとめたものを表 2に示した. 6 
人の対話相手のうち， CFA• CMA • EFA ・EMA 

の4人は非日本語話者であった．表から，例え
ば「でもJという発話が非日本語話者との対話
データにはあまり多く出現していなかったが，
日本語話者との対話データには多く出現してい
たことが分かる．それとは逆に， 「はし、」は非
日本語話者との対話データには多く出現してい
たが， 日本語話者との対話データにはあまり多
く出現していないことが分かる．詳しくは
Campbell (2007）を参照されたい．

4. まとめ

本稿では ESPプロジェクトが構築した表現豊
かな大規模自然発話音声コーパスのうち，現在
公開作業を進めているデータを紹介するととも
に，すでに研究利用されている他のデータにつ
いてもその内容および研究成果の一部を説明し
た．これまで自然な音声データの収集と，音響
分析に耐え得る高音質のデータの収集は一者択
ーの課題のように扱われてきた． しかし音声機
器の発達や収録のノウハウが確立されるにつれ
て，このようなジレンマも緩和されつつあるよ
うに思われる. ESPプロジェクトでも， 3節で
紹介したように実験室的環境ではない環境にて
収録された音声データを用いて， 音響分析を行
うことに成功している．今後，音響分析を必要
とする研究においても，自然な環境で収録され
たデータの需要が高まることが予想される．
官頭でも触れたように，音声コーパスを用い

た研究は音声工学や言語研究など様々な分野に
おいて盛んに行われている．しかし外国語教育，
とりわけ日本語教育におけるコーパスの利用は
遅れており，その取り組みが今まさに始まった
ばかりだと言われている（砂）II:2009) .その取
り組みとして，日本語学習者が遭遇する様々な
場面を設定し，それらに必要な語葉・表現が含
まれるようなコーパスをデザインすることは大
変重要である．しかし本稿で紹介したような
「普通の日本人同士の，普通の会話」を収録し

たコーパスも，外国語教育に大いに貢献するだ
ろうと思われる．多くの外国語学習者が，母語
話者同士の自然な会話を聞き，全く理解できず
に博然とした経験があるだろう．映画やできる
だけ自然な会話を題材とした教材も増加しつつ
あるが，それらが依然として不特定多数の聞き
手が理解できるように話されている発話であり，
f普通の人の普通の会話」に比べて聞き取りや

すく作られていることは否めないだろう．今後
外国語教育の分野でも本稿で紹介したような一
般の話者による自然な発話コーパスが利用され
ることが期待される．

［付記］本稿は科学技術振興機構 (JST）によ
る戦略的創造研究推進事業（CREST) 「表現豊
かな発話音声のコンピュータ処理システム」
（研究代表者： ニック・キャンベノレ）， 日本学術

振興会の科学研究費助成金による基礎研究
(A) 「人物像に応じた音声文法」 （課題番号：

19202013，研究代表者：定延利之）の成果の一部
である．
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